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平成３ １年 １月発行 第１号
文責 柴田 尚文（鳥取西中）

【1】 釧路算数数学教育研究会「会報」を作成するに当たって

平成３３年度に北海道算数数学教育研究大会釧路大会が開催される。今から１７年前の
平成１３年度にも釧路で開催されているが、この１７年間で「釧路算数数学教育研究会」
の活動は大きく進化している。今現在の活動をまずは紹介したい。

（１）学習会が月に一度程度で開催

部活を担当している先生も行事で忙しい先生もいるが、それに関わらない時間帯で行っ
ているので、そういった先生も多く参加している。

（２）授業者が一番特できる研修になっている

事後研では授業者に疑問に思ったこと、改善すべき点を質問して終わるものが多いが、
釧路では、何を改善すべきだったのかを曖昧にせず、この学習会の時間帯で改善案を出
すようにしています。そのため、次に改善した指導案で授業をすることができる。

（３）いろいろな先生が参加している

小学校・中学校の先生、若い先生、ベテランの先生、管理職の先生、大学の先生に大学
生や大学院生も参加している。そして、ベテランの先生だからとか若い先生だからとか
関係無く、授業や授業のビデオを見て自分の意見を交換する場となっている。

（４）目指すべき授業や理論がしっかりしている

北海道教育大学釧路校の早勢教授を中心に、北海道教育大学附属釧路中学校とも連携
し、しっかりとした理論と目指すべき授業がぶれないように、指針を出して頂いている。
助言ではいつもビデオを見た参加者全員が勉強になることを教えて頂いている。
そのため、事後研の意見交換のレベルが年々上がっている。

（５）特別授業ではなく日常的に行える授業を目指してます

日常的に「問題解決の授業」を行うことが学習指導要領では謳われており、何か特別な
ことをしないといけないのでは？など考えてしまいがちです。そういった指導の仕方や
授業の流し方、学級全体で考える授業を構築する方法を討議しています。なので、すぐ
次の日の授業で行かせるような研修内容になっています。

（６）学習会の後は反省会

もちろん参加は自由だが、その後反省会という名でお食事（？）会。日頃の授業の悩み
や指導案を肴に議論を深める時もあります。いろいろな立場の人、違う学校の先生方と
ざっくばらんに話しをして数学の話しで盛り上がっている。

（７）他地区との共同学習会の開催

毎年、北海道算数数学教育研究会会長の相馬先生をお招きして、網走地区との共同研
修会を行っています。次年度は北見で開催する予定です。
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以上のように先生方が勉強できる環境が整っている。日頃の忙しさはもちろんあるとは
思うが、指導力アップを謳われている現在、この「釧路算数数学教育研究会の活動」に参
加しないのは、もったいないことであることに気付いて頂きたく、この会報を作成するに
いたった。是非、釧路の算数数学の先生方が多く集まり、一緒に授業スキルを高めていき
ませんか？そして「釧路スタイル」を確立して全道の地域の先生方の見本となる形を一緒
に作っていきましょう。釧路算数数学教育研究会が目指すものや研究テーマなどは「釧路
算数数学教育研究会ＨＰ」を参照ください。
※この活動は「数学教育 ２月号（明治図書）」や「北海道通信」にも釧路算数数学教

育研究会の活動は紹介されています。

【３】実際の活動のご紹介

H30 12.15 15:00~ 開催場所：北海道教育大学釧路校にて

北海道教育大学釧路附属中学校 赤本教諭のビデオでの授業交流を行いました。まずは指
導案のビフォーアフターの経緯を確認し、その後授業をビデオを見て交流しました。
単元名 第３学年 ５章 相似な図形
・本時の目標

既習の定理を活用して，三角形の角の二等分線と線分の比の定理についての証明の方
針を説明することができる。（思考・判断・表現）

〔指導案の経緯〕

《Before》 《After》

〔問題提示〕

⇒唐突な問題提示となり、生徒は意欲的になれない

〔課題〕

⇒生徒にとって飛躍的な課題となり、下げ下ろしの

ようになっている

〔集団思考〕

⇒生徒の発表会のようになり、本時の目標に達成で

きていない。

〔問題提示〕
⇒二等辺三角形の頂角の２等分線の性質から、一般
の三角形に置き換えるという文脈で課題提示する
〔課題〕
⇒実測から「いつでもそれが成り立つの？」と問い
返し、生徒の思考の流れに沿った自然な文脈で課題
にした。
〔集団思考〕
⇒考えの一部や途中まで取り上げ、そこから生徒同
士で説明し合い、学級全体で思考させた。
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〔ビデオ交流〕

【４】次回の研修会

【日 時】 平成３１年２月１６日（土曜日）
受 付 １５：３０ ～ １５：５５
開会式 １６：００ ～ １６：１０
研修会 １６：１０ ～ １８：１５
閉会式 １８：１５ ～ １８：２５
懇親会 １８：３０ ～ ２０：３０

【内 容】 ◆小学校・中学校授業検討会
【小学校提案者】 ・釧路市立釧路小学校 小 倉 寛 生（小４）

・釧路市立清明小学校 澤 田 康 介（小３）
【中学校提案者】 ・釧路市立大楽毛中学校 藤 村 弥 的

・北海道教育大学附属釧路中学校 遠 藤 誠
※小学校、中学校それぞれ２本ずつの授業を指導案とビデオを使って比較検討して深めていきます。

【場 所】 釧路センチュリーキャッスルホテル

是非、興味のある先生方は参加していてください。また、研修会のみの参加も可能で
すので、参加希望の方は事務局長 溝渕修也（桜が丘中学校 TEL 0154 － 92 － 0711）
まで連絡ください。

ビデオを見た後に更に交流をした。出てきた意見や質
問は
①「２：１という実数から定理にしていくのは数学的
ではない」
②「一般化する必要があるのだから、実数ではなく文
字で授業を進めていくべき」
③「三角形の相似から２：１を導くのではなく、三角
形と比の定理を使用させるべき。むしろ、それが出な
いのは定理の良さを理解させていないことがわかる。」
④「２：１という流れを大切にすることで、本時の目
標が達成される。」
⑤「内容的に難しく、補助線を提示して目標を達成で
きるように焦点を絞っているいる。それなのに文字で
考えを進めていくと、ハードルが上がり、目標を達成
できない生徒が出てくる」
などの意見や質問が出て、議論が盛り上がった。最後
に早勢教授にご助言を頂き、この授業の方向性を導い
ていただいた。


